
■活用状況（全体像）

区分
令和元年度～
令和５年度 令和６年度 計

令和６年度末
時点の活用率

未執行額の活用方針

活用額（円） 178,130,949 68,456,000 246,586,949
６7％

森林環境譲与税基金積立金として
経営管理権締結森林(概ね15年)の再
整備(R11以降)に活用譲与額（円） 277,932,000 92,466,000 370,398,000

■令和６年度の具体的な活用状況

区分 事業区分
事業費（円）

事業内容うち
森林環境譲与税

森林整備

・経営管理意向調査事業
・経営管理森林整備事業
・地域林業整備事業
　(里山再生事業補助)

49,621,813 48,314,980　

・市全域(鳴子･岩出山･田尻･鹿島台)の手入れ不足人工林
　の内、対象618haの意向調査
・令和５年度までに集積計画の締結された区域312haの　
　内,22haの保育間伐・除伐　(市町村森林経営管理事業)
・一般私有林における未整備森林の内,76haの森林整備　
　(造林4ha,下刈65ha,保育間伐2ha,除伐5ha)の嵩上げ　　　
　補助等

人材育成
・経営管理推進事業
　(専門職員の雇用)

9,115,610 9,115,610
・地域林政アドバイザー２名（森林総合監理士及び林業　
　改良指導員各1名）報酬,手当,保険料

普及啓発
・植樹地の下刈等事業
　(市民森づくり推進事業) 4,654,539 3,000,000

・ 森林理解促進を図るため,市民共同で実施する植樹地
　(鳴子地区)の下刈

木材利用
・市産材活用推進事業
 (地域材需要拡大支援事業)

6,066,000 6,066,000　
・市産材を使用した住宅を新築する者(18棟320ｍ3)の資
材購入費の補助　 (おおさき地域材需用拡大支援事業)

その他 ・諸経費 6,188,277 1,959,410 需用費、役務費（通信運搬費)、備品、クラウド使用料

基金積立 24,020,000 24,010,000 大崎市森林環境譲与税基金積立

合計 99,666,239 92,466,000
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②｢市町村森林経営管理事業｣による森林整備の実施
　
・｢林業経営に適さない
   森林」としてこれま
　で(～R6)58ha実施
・R7より50ha/年の森
　林整備(間伐・除伐)
　を実施予定
・発注時には意向調査
　における現地ﾌﾟﾛｯﾄ
　調査の結果(成立本
　数等)を十分反映した
　きめ細かい整備を行う

③｢おおさき地域材需用拡大支援事業｣による地域材利用促進
【目的】
　市産材を使用する木造住宅の普及拡大と,地域の林業・木　　
　材産業の活性化と成長産業化を図る　（～令和８年度)
【助成対象】
　市内外に自らの居住用として市
　産材を主要構造部に一定以上利
　用する一戸建て新築住宅
【内容】
　市内居住者補助金　16戸/年
　市外　　　〃　　　  4戸/年
(市産材使用目標材積 320ｍ3/年)

■実績と今後

宮城県大崎市における森林環境譲与税の活用について　　　2/2

①｢森林経営管理意向調査｣　(～６年度)　

 　これまで1,336名に意向調査を実施　　　　　　　　　　　　 成果）全体計画7,418haの内3,089ha実施し､328haを集積･締結

鳴子

岩出山

古川

田尻

三本木

松山

鹿島台

計

面積（ha）

意向調査対象 集積締結

609 49 
1,205 112 

0 0 
393 51 
228 28 
408 66 
247 22 

3,089 328 

結果）・「委託希望」｢自力｣がそれぞれ約3割
　　　・川下地区(旧古川市、志田･遠田郡)の受託希望率が大


